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図
書
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へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
裏
面
の
Ｅ
メ
ー
ル�

ア
ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

「大学教育改革フォーラム�
　　in東海2013」を開催しました�

2012年度名古屋大学学生�
　論文コンテストの表彰式を開催�

　
名
大
の
中
央
図
書
館
が
変
身
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
秋
に
は

協
同
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
整
備
さ
れ
て
、

今
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
が
企
画
・
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

玄
関
ロ
ビ
ー
に
は
人
気
の
カ
フ
ェ
も

入
店
し
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
、
交
流

サ
ロ
ン
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
玄
関
横
に
各
種
セ
ミ
ナ

ー
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。
か
つ
て
は
古
書
の
保
管
庫

の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
た
中
央
図

書
館
は
、
協
同
学
習
の
場
、
学
術
交

流
の
場
へ
と
進
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
一
方
で
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
普
及
に
伴
い
、
研
究
に
必
要
な
学

術
論
文
の
多
く
は
研
究
室
に
い
な
が

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
傾
向
は
特
に
理
科
系
の

学
問
分
野
に
お
い
て
顕
著
な
よ
う
で

す
。
教
員
の
中
央
図
書
館
へ
の
入
館

者
数
を
１
９
９
３
年
と
２
０
１
１
年

で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
理
学
研
究
科

で
は
６６
％
減
、
工
学
研
究
科
で
は
５７

％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

こ
の
間
に
両
研
究
科
は
改
組
さ
れ
て

お
り
、
教
員
数
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
す
が
）。

国
際
的
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
多
種

多
様
に
発
行
さ
れ
て
い
る
理
科
系
の

諸
分
野
で
は
、
必
ず
し
も
図
書
館
に

足
を
運
ば
な
く
て
も
研
究
活
動
に
は

困
ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
教
員
は
最
近
の
図
書
館

の
変
化
に
気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
中
央
図
書
館
の

利
用
者
の
約
８
割
は
学
部
生
で
す
。

年
間
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
前
期

試
験
の
あ
る
７
月
と
後
期
試
験
の
あ

る
１
月
が
繁
忙
期
で
、
休
み
期
間
中

の
９
月
と
３
月
に
は
閑
散
と
し
て
い

ま
す
。
名
大
生
（
学
部
生
）
の
中
央

図
書
館
利
用
率
は
一
人
当
た
り
年
間

の
べ
４０
回
程
度
で
す
。
平
均
す
る
と

週
１
回
に
も
満
た
な
い
の
で
す
。
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
整
備
さ
れ
る

前
と
比
べ
る
と
、
彼
ら
の
利
用
頻
度

は
１
割
程
度
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ほ
ど
顕
著
な
変
化
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ー
ド
面
を
整

備
す
る
だ
け
で
は
図
書
館
の
利
用
度

が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。�

　
学
生
が
図
書
館
を
も
っ
と
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に
は
、
各
教
員
が
授

業
や
研
究
指
導
を
通
じ
て
学
生
に
図

書
館
の
利
用
を
促
す
こ
と
が
鍵
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
授

業
時
間
外
の
課
題
を
シ
ラ
バ
ス
に
明

記
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
駆
使

し
て
学
生
が
予
習
・
復
習
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ

ば
、
彼
ら
の
足
は
お
の
ず
と
図
書
館

へ
と
向
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
、
夏
休
み
な
ど
の
長
い
休

暇
に
入
る
前
に
は
、
各
分
野
の
必
読

書
と
も
言
う
べ
き
基
本
文
献
や
副
読

本
を
図
書
館
に
揃
え
て
お
き
、
学
生

に
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
を
勧
め
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

の
大
学
で
は
、
教
員
と
図
書
館
職
員

は
比
較
的
疎
遠
な
関
係
に
あ
り
ま
し

た
。
長
い
間
、
図
書
館
職
員
の
支
援

対
象
は
、
窓
口
に
や
っ
て
く
る
一
部

の
学
生
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
教
員
側
に
と
っ
て
も
研
究
・
教

育
活
動
に
お
い
て
図
書
館
の
リ
ソ
ー

ス
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
で
き
る
の

か
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要

大
学
は
専
門
分
野
別
に
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
」
を
数
多
く
擁
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
各
部
局
の
教
員
や
大
学
院
生

と
大
学
図
書
館
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
手
厚
い
仕
組
み
は
日
本
の

大
学
で
一
朝
一
夕
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
に
も

で
き
る
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
か
ら
始
め

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、

各
部
局
で
大
学
院
生
を
対
象
に
こ
う

し
た
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ガ
イ
ド
役
を
養

成
し
て
、
学
部
生
の
学
修
支
援
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。�

　
事
務
職
員
の
能
力
開
発
の
場
と
し

て
も
、
図
書
館
は
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
中
央
図
書
館
の
利

用
者
の
う
ち
職
員
が
占
め
る
割
合
は

１
％
未
満
で
し
た
が
、
こ
の
５
年
間

で
利
用
者
は
２
倍
以
上
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
職
員
の
自
主
的
な
勉
強
会

も
図
書
館
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
業
務
に
直
結
す
る
専
門
的

な
研
修
は
部
署
別
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
図
書
館
を
個
人
と
し
て
の

全
人
的
な
能
力
開
発
や
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
の
場
と
し
て
利
用
す
る
と
、
既
存

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
相
乗
効
果

を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ

っ
か
く
大
学
に
勤
め
て
い
る
の
だ
か

ら
、
仕
事
帰
り
に
図
書
館
で
好
き
な

本
を
借
り
て
、
カ
フ
ェ
で
読
ん
で
み

る
の
も
悪
く
な
い
で
す
ね
。�

　
ま
ず
は
教
職
員
が
仕
事
の
つ
い

で
に
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
、
自

身
の
能
力
開
発
に
活
用
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
思
わ
ぬ
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

（
近
田
政
博
）�

「大学生の持つ“ひとり”の認識～積極的孤独と消極的孤独～」�
文学部１年　吉川千尋さん�

「痴漢冤罪の昏き闇　ー正しく裁かれる世界へー」�
法学部１年　川浦翔太さん�

「ケアから探る、今を生きる意味」�
医学部２年　新藤さえさん�

「“和声”が伝える音楽の癒しとは？ 『トロイメライ』についての考察」�
医学部５年　金山知弘さん�

「国際秩序観の相剋としての日清戦争」�
医学部５年　山田悠至さん�

「書籍再販制の展望」�
法学部１年　土屋遼准さん�

　2013年3月2日（土）、「大学教育改革フォーラム in東海2013」が、
名古屋大学東山キャンパスES総合館と中央図書館にて開催されました。8
回目の開催となる今回は、参加者397名を数え、過去最大の活況を呈しまし
た。�
　フォーラムは、基調講演「学生の主体的学びをどう促すか」（国立教育政策
研究所・川島啓二氏）で幕を開け、9つのオーラルセッションでは、大学職
員の学びと実践、理系教養教育、協同学習の場としての大学図書館、教務の
実践的知識の共有、大学経営と評価、教養・基礎教育、課題解決型学習、学生・
学習支援、IRといった多岐にわたるテーマが掲げられ、パネリストによる報
告をもとに活発な議論が交わされました。ランチタイムには、物理学講義実
験研究会によるミニワ
ークショップ、ポスタ
ーセッションが同時開
催され、32 件のポス
ター発表から参加者投
票による優秀ポスター
賞の選出が行われまし
た。情報交換会では、
愛知県立大学教職員に
よるダンスパフォーマ
ンスの披露もあり、賑
やかな相互交流となり
ました。�

　2012年度名古屋大学学生論文コンテストの表彰式が、2013年3月7日（木）、
附属図書館会議室において開催されました。同コンテストは、学部生に「論理
的な文章を書く経験」を奨励することを目的として、高等教育研究センターと
教養教育院が主催しています。今回
は過去最多となる40本の投稿論文
の中から、山本一良理事、佐野充附
属図書館長、戸田山和久教養教育院
副院長、早川義一高等教育研究セン
ター長による審査の結果、次の6論
文が優秀賞に選ばれました。受賞し
た論文は、本学の学術成果として名
古屋大学学術機関リポジトリに登録
されます。�
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

『何者』�
朝井リョウ　　新潮社　2012年�

　本書は、就職活動を舞台にした若者たちを描いた小
説です。平成生まれの筆者は最近まで就活生だったこ
ともあり、若者の描写にはリアリティがあります。第
148回直木賞受賞作であり、すでに文学作品としての
書評も多数あります。そのため、ここでは大学関係者
に対して本書を薦める理由を記します。�
　まず、就活生の視点から見た現在の就職活動の実態
を理解することができます。エントリーシート、ＷＥ

Ｂテスト、面接などで学生たちがどのように苦労し、
乗り越えていくのかがよくわかります。ＥＳと略され
るエントリーシートは企業が学生に求める独自の提出
書類で、ＷＥＢテストは自宅や学校などのパソコンか
ら受験する試験です。たとえば、「自宅でできるＷＥＢ
テストはひとりでやるものではない。そんなことは、
就活生の中では常識になっている」と書かれ、試験問
題を携帯のカメラで撮って2人で協力しながら解答す

る場面も記されています。�
　また、就職活動の中で、自分とは何かを問いつめら
れ不安になったり、仲間の内定に対して複雑な感情を
もったりするなど就活生の揺れる心情が丁寧に描かれ
ています。対面上のコミュニケーションに加えて、裏
アカウントを含むツイッター上のコミュニケーション
の内容から、若者がどのように自分のキャラクターを
使い分けているのかがわかります。ただし、ネット上
のコミュニケーションは、年配の教職員に本書を読み
にくくしている原因でもありますが。�
　さらに、学生にも意味のある一冊とも言えるでしょう。
本書は、現代社会を描いた小説として以外にも、就活対
策書、自己啓発書としても読めます。年齢の近い筆者の
文章は学生に大きな刺激を与えると思いますので、授業
などで紹介してみてはいかがでしょうか。　（中井俊樹）�

アクティブ・ラーニング�
Active Learning

　アクティブ・ラーニングとは、学生の主体的・能動的な参加を重視した教授・

学習の方法や形態のことです。中教審答申（2012年8月）でその実施の必要

性が強調されるなど、大学関係者の間で普及しつつあります。「能動的学修」な

どの訳語が用いられますが、しばしば「アクティブ・ラーニング」がそのまま

用いられています。同答申では「ディスカッションやディベートを取り入れた

双方向の講義、演習、実験、実習・実技等を中心とした授業」としています。

このような学習・授業は、名称・形態・内容とも多様です。双方向型学習、学

生参加型学習、自律的学習、さらには問題解決型学習、課題探求型学習、問題

発見学習（その具体例としてPBL学習など）等も、この範疇に含むことができ

ます。�

　「学習」とは，「経験によって新しい行動傾向を獲得したり、既有の行動パター

ンに熟達したり、あるいはそのような行動の変化を可能にするような内的過程

を獲得したり組織化、再組織化したりすること」といわれます（『新教育学大事

典』1990）。自らの思考・行動様式を変容させたり、学んだ知識を社会の多様

な場面で有効に活用したりできるようになるためには、学習内容に対する深い

理解を得るとともにそれを自己内面化することが前提となります。それには、

学習者自身が主体性を発揮して学習活動に取り組むことが必要不可欠です。そ

のように考えれば、学習には能動的であることが本来的に要請されます。逆に、

これらの発揮されない活動は、外形的な条件を満たしても実質的に学習とは言

い難いと言えます。そのため、「能動的学修」という用語は、同義反復に陥る可

能性もあります。�

　にもかかわらず、このことばが最近改めて用いられている背景には、大学教

育では、教員による一方向的で知識注入型の講義が伝統的に主流であること、

学生による主体的な取組を促進・支援する視点が依然として不十分であること

への反省ないし批判があります（近年は改善の取組も進んでいますが）。生涯に

わたって学び続けることが重視される状況の中で、学習過程への学生の積極的

参加を促すような教育のあり方が、強く求められています。　　　　（夏目達也）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
学
習
者
を
場

所
と
時
間
の
制
約
か
ら
解
放
す
る
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
豊
富
に
活
用
で

き
る
、
双
方
向
型
の
授
業
運
営
が
可

能
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
を
秘
め
た
学
習
方
法
で
す
。
韓
国

の
大
学
で
は
、
１
９
９
０
年
代
の
後

半
か
ら
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し

た
教
育
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
０
０

年
代
の
半
ば
か
ら
は
、
韓
国
で
は
携

帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
用
い

て
学
習
を
促
進
す
る
方
法
が
広
く
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
能
は
、

授
業
日
程
や
教
育
活
動
を
案
内
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
加
え
て
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら�

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
（S

N
S

　s
o
c
ia
l 
n
e
tw
o
rk
 

s
e
rvic
e

）
を
活
用
し
た
授
業
事
例

が
増
加
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
授
業
に
活
用
す
る
事
例

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
い
く

つ
か
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
第
一
は
、
学
習
者
が
瞬
時

に
反
応
で
き
る
と
い
う
即
時
性
で
す
。

あ
る
意
見
を
投
稿
す
る
と
、
内
容
は

た
だ
ち
に
伝
達
・
共
有
さ
れ
、
メ
ン

バ
ー
は
す
ぐ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
即
時
的
な
参
与
は
、
学
生

の
社
会
的
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
第
二
は
、
協
同
学

習
と
学
習
共
同
体
の
形
成
を
促
す
こ

と
で
す
。
学
習
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、

そ
の
中
で
相
互
作
用
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
協
同
学
習
が
促
進
さ
れ
ま

す
。
第
三
は
、
学
生
が
自
分
の
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
尊

感
情
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
自
尊
感
情
が
高
い
ほ
ど
、
学
習

の
過
程
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
四

は
、
学
習
グ
ル
ー
プ
構
成
員
の
親
密

性
が
増
し
て
、
互
い
の
情
緒
が
豊
か

に
な
る
こ
と
で
す
。
情
緒
的
表
現
が

増
え
る
と
、
学
習
活
動
を
退
屈
だ
と

感
じ
な
く
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
は
、

授
業
運
営
や
教
育
活
動
に
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。�
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学
�
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授
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校
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